
広報

No.412 の里 新庄

■人口動態■
平成28年５月31日現在

（  ）内は先月比
男………444人(－1）
女………503人(＋1）
計………947人(±0）
世帯数…386戸(±0）

・平成28年６月20日発行
・新庄村のホームページ　http://www.vill .shinjo.okayama.jp/

・〒717－0201 岡山県真庭郡新庄村役場総務企画課　(0867)56－2626 FAX56－2629 ・冨士印刷㈲印行
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０
１
６

　チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
を
初
め

て
か
ら
11
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　「
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
は
、

お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
３
８
７
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
関
連
記
事

　８
面
）



　６
月
５
日
（
日
）
、
新
庄
村
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
風
水
害
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
及
び
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
再
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
の
参
加
者
は
住
民
の

方
、
村
職
員
、
消
防
署
、
警
察
署

な
ど
総
勢
で
４
６
０
名
で
し
た
。

　９
時
15
分
の
避
難
勧
告
の
告
知

放
送
に
よ
り
各
地
区
の
皆
さ
ん
に

避
難
を
し
て
い
た
だ
き
、
予
定
し

て
い
た
９
時
40
分
ま
で
に
す
べ
て

の
地
区
か
ら
避
難
者
の
人
数
報
告

を
受
け
、
避
難
が
完
了
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
各
避
難
所
に
お
い
て

地
区
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
の
再
検

討
会
を
実
施
し
、
11
時
か
ら
は
真

庭
消
防
本
部
美
新
分
署
の
指
導
に

よ
り
消
防
団
の
土
の
う
作
成
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
の
検
討
会
で
地
区
の
皆
様

か
ら
頂
い
た
意
見
を
反
映
し
て
防

災
マ
ッ
プ
を
修
正
し
、
今
年
中
に

各
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　訓
練
開
催
に
当
た
り
、
関
係
各

団
体
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
参

加
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　災
害
は
い
つ
お
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
日
頃
の

準
備
を
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）
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総
合
防
災
訓
練
実
施

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

楽
し
げ
な
子
ら
は
半
袖
夏
来
る

三

鴨

浩

子

　６
月
２
日
（
木
）
佐
々
木
昌
子

さ
ん
に
対
し
、
岡
山
県
栄
養
改
善

協
議
会
長
表
彰
（
個
人
の
部
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　佐
々
木
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か

ら
３
期
６
年
間
に
加
え
、
今
年
度

も
継
続
し
て
栄
養
委
員
を
務
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

平
成
22
・
23
、
26
・
27
年
度
に
お

い
て
は
、
副
会
長
を
務
め
、
会
長

を
補
佐
し
会
の
運
営
を
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　特
に
、
新
庄
村
栄
養
改
善
協
議

会
が
力
を
入
れ
て
い
る
、
み
そ
汁

塩
分
測
定
の
活
動
に
お
い
て
、
担

当
地
区
の
家
庭
へ
度
々
訪
問
し
、

地
域
住
民
の
減
塩
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　こ

れ
か
ら
も
栄
養
委
員
活
動
が

よ
り
良
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う

に
、
お
力
添
え
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
今
回
は
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
　
　（
住
民
福
祉
課

　大
塚
）

佐
々
木
昌
子
さ
ん
に
岡
山
県

栄
養
改
善
協
議
会
長
表
彰

　５
月
25
日
（
水
）
岡
山
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
28

年
度
岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
定
例

総
会
が
開
催
さ
れ
、
岡
山
県
環
境

文
化
部
長
表
彰
環
境
衛
生
改
善
事

業
功
労
の
部
門
で
、
「
出
雲
街
道

新
庄
宿
町
つ
く
り
の
会
」
（
会
長

　酒
井
正
博
氏
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　こ
れ
は
、
環
境
の
保
全
や
環
境

美
化
等
、
環
境
衛
生
の
改
善
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
成
果

あ
げ
て
い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
出
雲
街
道
新
庄
宿

町
つ
く
り
の
会
の
永
年
に
わ
た
る

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　今
後
も
清
掃
活
動
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い

村
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　高
岡
）

環
境
衛
生
改
善
事
業

　
　
　

 

功
労
賞
を
受
賞

出
雲
街
道
新
庄
宿

　
　
　
　町
つ
く
り
の
会

　５
月
25
日
（
水
）
、
村
総
合
運

動
公
園
で
村
長
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
一
つ

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。
当
日

は
時
折
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
村
内
外
か
ら
45
チ

ー
ム
、
２
４
５
名
の
方
が
参
加
し
、

新
庄
村
か
ら
も
２
チ
ー
ム
参
加
し

ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
高
梁
市
の
「
た
き

桜
」
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　酒
井
）

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会



　今
年
で
33
年
目
を
迎
え
る
特
別

村
民
制
度
年
会
員
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

○
特
別
村
民
証
を
発
行
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
味
を
年
２
回
お
届

　け
し
ま
す
。

今
年
度
は
内
容
、
金
額
を
変
更
し

ま
す
。

◆
夏
の
特
産
品
セ
ッ
ト

　（
約
９
品
目
）

　８
月
９
日
（
火
）
発
送
予
定

◆
冬
の
特
産
品
セ
ッ
ト

　（
約
11
品
目
）

　12
月
20
日
（
火
）
発
送
予
定

○
「
村
民
証
」
ご
提
示
の
方
に
、

道
の
駅
新
庄
特
産
館
に
て
千
円
以

上
お
土
産
を
お
買
い
上
げ
の
方
に

５
％
割
引
し
ま
す
。

○
年
会
費

　１
０
，
０
０
０
円

○
募
集
締
切

　平
成
28
年
７
月
31
日
（
日
）

　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）
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折
れ
曲
る
古
木
を
か
く
し
藤
の
花

渡

　辺

　美
恵
子

ふる里づくり基金の状況についてふる里づくり基金の状況について

　　　　　ふる里基金事業について、平成27年度末の状況をお知らせいたします。

　　平成16年度の事業開始から平成27年度末までの寄附総額は次のとおりです。

　平成27年度に本基金の取崩しはなく、全額積み立てています。

　また、新庄村協働のふる里づくり基金条例を改正し、平成28年度から
新たに｢新庄っ子の教育振興と子育て環境の整備に関する事業｣
を追加しました。
　①～④の事業に加え、子ども・子育て支援事業にも基金を活用してまいりま

すので、ご賛同いただける方は、寄附へのご協力をお願いいたします。

　これまでに、村内36人、村内を除く岡山県内358人、大阪府74人、東京都27人など全国各地か

ら644人の方に寄附をいただいております。

　平成27年度については、25人の方から、33件1,390,000円の寄附をいただきました。

井原市　　高田　正弘　　様　　　愛知県　　福井　敏夫　　様

岡山市　　安藤　俊雄　　様　　　岡山市　　㈱アサノ　　　様

岡山市　　城見　茶屋　　様　　　東京都　　橋本　　栄　　様

広島県　　堀野　孝之　　様　　　新潟県　　佐藤　俊治　　様

東京都　　稲田　真作司　様　　　高梁市　　土田　真弓　　様

岡山市　　上林　　栄　　様　　　総社市　　髙見　章郎　　様

久米南町　中島　照恵　　様　　　岡山市　　山木　真理子　様

岡山市　　小松原　文雄　様　　　神奈川県　瀬藤　靖昌　　様

愛知県　　藤下　真寿　　様　　　岡山市　　岡山県町村会　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか　　７名

 

「
特
別
村
民
制
度

　
　
　
　
　年
会
員
募
集
」

 

「
特
別
村
民
制
度

　
　
　
　
　年
会
員
募
集
」

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業

④環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業

　その他指定なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計

353件

136件

252件

142件

119件

1,002件

3,733,000円

2,120,000円

3,230,000円

1,110,000円

4,650,368円

14,843,368円

平成27年度寄附をしていただいた方



広 報 新 庄第412号 平成28年６月20日発行（4）

鐘
の
音
や
夕
暮
つ
げ
る
里
の
春

兵

江

道

子

❶ 総括

❷ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

❸ 一般行政職の級別職員数等の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数の状況

⑴職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（27年４月１日現在）

⑵職員の初任給の状況（27年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、26年４月１日現在の人数である。
　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（注）１　「平均給料月額」とは、26年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計
　　　　　したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出して
　　　　　いる。

（注）１　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

96526年度

区分

一般行政職
区分

新庄村

岡山県

国

類似団体

区分

新　庄　村

岡　山　県

国

一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中 学 卒

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額(国比較ベース) 平均給料月額 平均給与月額

技能労務職

平均給与月額(国比較ベース)平均年齢

26年度

区分 給料 職員手当
期末･
勤勉手当

計　Ｂ

給与費住民基本
台帳人口
（27年1月1日）

職員
数
  A

一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり
給与費

実質
収支

歳 出 額

        A

新庄村 類似団体平均 全国町村平均

人 件 費

        B

人件
費率
Ｂ／Ａ

25年度の

人件費率
人

90.7

98.9

90.7

94.4 94.8 95.0 95.3
95.8

92.0

95.3 95.4 95.6

101.5

H23.4.1 H24.4.1

94.8
95.5

1,550,040
千円

202,613
千円

260,570
千円

16.8
%

15.5
%

34
人

88,973
千円

19,108
千円

33,564
千円

141,645
千円

4,166
千円

5,492
千円

新庄村の給与・定員管理等について

（参考）（参考） （参考）

H25.4.1 H26.4.1 H27.4.1

⑴一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（27年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容

１級

２級

３級

４級

５級

６級

１号給の給料月額 最高号給の給料月額職員数 構成比

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団
　　体の一般行政職の給料月額を同一の基
　　準で比較するため、国の職員数(構成)
　　を用いて、学歴や経験年数の差による
　　影響を補正し、国の行政職俸給表(一)
　　適用職員の俸給月額を100として計算
　　した指数。
２　類似団体平均とは、人口規模、産業構
　　造が類似している団体のラスパイレス
　　指数を単純平均したものである。
３　平成24年及び平成25年は、国家公務
　　員の時限的な（２年間）給与改定・臨
　　時特例法による給与減額措置がないと
　　した場合の値である。

44.0 歳

43.3 歳

43.5 歳

41.3 歳

   312,900 円

   338,046 円

   334,283 円

   301,497 円

  346,990 円

  420,668 円

－ 円

  352,840 円

174,200円

185,500円

174,200円

142,100円

148,600円

142,100円

127,700円

－

－

123,900円

－

－

  333,118 円

　368,462 円

  408,996 円

  330,387 円

57.4歳

―

50.2歳

49.4歳

266,000 円

―

289,141 円

288,548 円

272,500 円

―

　　　　　円

312,119 円

272,500 円

―

328,318 円

303,928 円

定型的な業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士・主事補

高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士

係長又は主任

課長補佐・主幹

課長・会計管理者・保育所長・課長補佐

課長・会計管理者・保育所長

２人

４人

４人

５人

３人

４人

9.1％

18.2％

18.2％

22.7％

13.6％

18.2％

137,600円

187,700円

223,900円

258,300円

285,000円

315,800円

244,900円

301,900円

347,700円

378,700円

390,700円

407,900円
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僕
が
先
大
口
開
け
て
ツ
バ
メ
の
子

峠

　下

　

 

巖

❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況(27年4月1日現在) 

❹ 職員の手当の状況
⑴期末手当・勤勉手当

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合に
　　　　　おける退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

⑶その他の手当（27年４月１日現在）

⑵退職手当（27年４月１日現在）

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由

合計

公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長

副　村　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副市町村長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

村　　　長

副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

（26年度支給割合）
　　　　　　　　4.10月分

（26年度支給割合）
　　　　　　　　3.30月分

　　　（算定方式）   　　　　　　（１期の手当額）   （支給時期）
給与月額×500×在職年数　　　　　  11,000,000円　　　 任期毎
給与月額×300×在職年数　　　　　　 6,600,000円　　　 任期毎

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

手当名 内容及び支給単価

新庄村

自己都合

勧奨・定年

新　庄　村 岡　山　県 国

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 国

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

扶養手当

住居手当

管理職手当

宿日直手当

通勤手当

扶養親族のある職員に支給
(支給月額)配偶者13,000円　配偶者以外1人につき6,500円　子(16歳年度初め～22歳年度末)加算5,000円

月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給
　　　　　　　支給限度額27,000円

通勤距離が片道2km以上である職員に支給
(支給月額)交通機関等の利用者1箇月の運賃相当額支給限度額55,000円
自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～24,500円
管理・監督の地位にある職員に支給給与月額の5％

1回4,200円

１人当たり平均支給額(26年度)

（26年度支給割合）
期末手当      勤勉手当
2.60月分　　1.5月分
( － )月分　  ( － )月分

（26年度支給割合） 
　期末手当　　勤勉手当
   2.60 月分      1.5 月分
   (1.45)月分     (0.7)月分

（26年度支給割合）
  期末手当      勤勉手当
  2.60月分      1.5月分
  (1.45)月分     (0.7)月分

1,395千円
１人当たり平均支給額(26年度)

1,648千円 －

報　　酬

退職手当

期末手当

部門

数
員
職 － [49人]

－ [49人]

[　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計

平成26年

平成27年

対前年増減数

20.445月分

25.55625月分

29.145月分

34.5825月分

41.325月分

 49.59月分

49.59月分

49.59月分

20.445月分

25.55625月分

29.145月分

34.5825月分

41.325月分

49.59月分

49.59月分

49.59月分

550,000円

550,000円

230,000円

180,000円

160,000円

(630,000円)

(550,000円)

(230,000円)

(180,000円)

(160,000円)

820,000円

667,000円

316,000円

251,000円

230,000円

435,600円

421,500円

171,100円

119,000円

100,000円

1人

1人

9人

9人

1人

1人

2人

2人

2人

1人

△1人

2人

2人

6人

8人

2人

4人

3人

△1人

27人

27人

6人

4人

△2人

33人

31人

△2人

4人

4人

1人

1人

1人

1人

6人

6人

39人

36人

3人
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田
に
映
る
空
飛
び
か
ふ
や
蛙
の
子

三

　船

　八
寿
子

　美
し
い
景
観
や
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
し

て
進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
の
第
11
回
定
期

総
会
・
戦
略
会
議
２
０
１
６
が
、

５
月
25
日（
水
）か
ら
27
日（
金
）ま

で
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
で
開
催

さ
れ
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
美

し
い
村
連
合
は
、
一
度
失
っ
た
ら

二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
日
本
の
農

山
漁
村
の
景
観
や
環
境
、
文
化
を

守
り
、
最
も
美
し
い
村
と
し
て
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
活
動

を
展
開
す
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
連
合
に
加
盟
す
る
全

国
の
60
町
村
・
地
域
、
企
業
サ
ポ

ー
タ
ー
が
八
女
市
星
野
村
に
集
い
、

美
し
い
村
の
活
動
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
定
期
総
会
・
戦
略
会
議

２
０
１
６
in
玉
露
の
里

星
野
に
参
加

｢
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
定
期
総
会
・
戦
略
会
議

２
０
１
６
in
玉
露
の
里

星
野
に
参
加

　総
会
で
は
、
「
美
し
い
村
づ
く

り
を
景
観
修
景
か
ら
考
え
る
」
を

演
題
と
し
て
、
国
立
研
究
開
発
法

人
土
木
研
究
所

　松
田
泰
明
氏
の

基
調
講
演
を
は
じ
め
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
「
景
観
を
守

り
、
地
域
資
源
と
し
て
生
か
す
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
翌

日
は
各
グ
ル
ー
プ
が
報
告
を
行
い
、

杉
資
格
審
査
委
員
長
の
講
評
を
受

け
ま
し
た
。

　交
流
会
で
は
、
伝
統
芸
能
の
披

露
や
地
元
の
手
作
り
料
理
が
振
る

舞
わ
れ
、
設
立
10
年
を
迎
え
た
連

合
の
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
視
察
で

は
星
野
村
内
の
「
石
積
の
棚
田
」

と
「
星
野
村
ブ
ラ
ン
ド
星
野
茶
」

関
連
施
設
等
を
巡
り
、
地
域
資
源

　昨
年
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け

て
テ
レ
ビ
で
放
映
し
た
村
の
移
住

定
住
Ｐ
Ｒ
の
Ｃ
Ｍ
が
「
第
10
回
全

広
連
鈴
木
三
郎
助
地
域
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
大
賞｣

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　こ
の
賞
は
日
本
広
告
連
盟
三
代

目
理
事
長
で
あ
っ
た
鈴
木
三
郎
助

氏
か
ら
の
寄
附
金
を
基
に
、
地
域

の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
小
さ
な

村
が
実
施
し
た
移
住
定
住
Ｐ
Ｒ
の

取
組
み
が
、
栄
誉
あ
る
大
き
な
評

価
を
受
け
、
全
国
の
広
告
協
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
優
秀
な
作
品
の
中

か
ら
、
最
優
秀
賞
と
し
て
新
庄
村

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　５
月
18
日
（
水
）
に
宮
城
県
仙

台
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
64

回
全
日
本
広
告
連
盟
仙
台
大
会
の

式
典
上
で
受
賞
式
が
行
わ
れ
、
村

長
が
最
優
秀
賞
の
賞
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

新
庄
村
の
Ｃ
Ｍ
が

全
国
の
最
優
秀
賞
を
受
賞

新
庄
村
の
Ｃ
Ｍ
が

全
国
の
最
優
秀
賞
を
受
賞

Ｃ
Ｍ
の
映
像
を
使
っ
た
新
た
な
情

報
発
信
の
方
法
を
考
え
、
移
住

者
・
定
住
者
の
増
加
に
向
け
て
更

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

　５
月
11
日
（
水
）
、
日
本
で
最

も
美
し
い
村
連
合
へ
の
加
盟
を
目

指
し
て
い
る
千
葉
県
東
金
市
公
平

地
区
の
視
察
を
受
入
れ
ま
し
た
。

当
日
は
千
葉
県
議
会
の
石
橋
副
議

長
を
は
じ
め
、
総
勢
11
名
が
訪
れ

ま
し
た
。

　は
じ
め
に
道
の
駅
で
売
店
及
び

餅
加
工
に
関
し
て
の
見
学
を
行
っ

た
後
、
さ
く
ら
茶
屋
に
て
村
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
さ
く
ら

定
食
を
召
し
上
が
り
ま
し
た
。
午

後
は
が
い
せ
ん
桜
通
り
の
見
学
と

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
咲
蔵

家
．
」
で
村
に
関
す
る
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　公
平
地
区
の
事
務
局
か
ら
礼
状

が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。

　『
当
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴
重

な
お
時
間
を
私
ど
も
に
お
付
き
合

い
く
だ
さ
り
、
ま
た
丁
寧
な
ご
説

明
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
倉
村
長
の
お
出
迎
え
か
ら
始
ま

千
葉
県
東
金
市
公
平

  

地
区
の
視
察
受
入
れ

千
葉
県
東
金
市
公
平

  

地
区
の
視
察
受
入
れ

り
、
道
の
駅
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新

庄
」
餅
加
工
、
が
い
せ
ん
桜
通
り

の
町
並
み
新
緑
の
桜
に
は
長
い
歴

史
の
中
、
桜
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
感
じ
ま
し
た
。
雇
用
を
増
や
す

新
し
い
取
り
組
み
、
ア
イ
デ
ィ
ア

沢
山
の
ユ
ニ
ー
ク
な
し
く
み
は
、

私
た
ち
の
地
区
の
ヒ
ン
ト
に
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
村
長
を
は

じ
め
、
ご
説
明
く
だ
さ
っ
た
皆
様

の
新
庄
村
に
対
す
る
熱
が
伝
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
た
ち
、
公

平
地
区
は
観
光
資
源
な
ど
無
く
色

々
と
模
索
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
お
仲
間
に
な
れ
る
よ
う
、
大
好

き
な
公
平
地
区
で
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
』

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
に
相
応
し
い
歴
史

的
建
造
物
や
景
観
、
住
民
の
取
り

組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　石
倉
）
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耕
す
や
花
作
ら
む
と
残
す
畝

渡

辺

算

人

　５
月
19
日（
木
）か
ら
22
日(

日)

に
山
梨
県
丹
波
山
村
に
て
「
小
さ

な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
小
さ

な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
、
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
近
畿
・
中
国
・

四
国
・
九
州
か
ら
７
つ
の
一
番
小

さ
な
村
が
集
ま
る
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

　初
日
は
、
関
係
者
を
対
象
に
し

た
勉
強
会
や
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、

２
日
目
に
は
７
つ
の
村
の
若
手
移

住
者
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
道
の
駅
た

ば
や
ま
」
に
舞
台
を
移
し
、
報
道

陣
や
一
般
観
光
客
に
向
け
、
各
村

の
首
長
ら
に
よ
る
共
同
宣
言
を
発

小
さ
な
村
ｇ
７

　
　サ
ミ
ッ
ト
開
催

小
さ
な
村
ｇ
７

　
　サ
ミ
ッ
ト
開
催

表
し
ま
し
た
。

　ど
の
村
も
人
口
減
少
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な

村
だ
か
ら
こ
そ
一
致
団
結
を
し
て
、

良
さ
や
魅
力
を
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
き
、
里
山
暮
ら
し
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　来
年
は
、
福
島
県
桧
枝
岐
（
ひ

の
え
ま
た
）
村
で
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

　５
月
14
日
（
土
）
田
浪
園
地
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に
て
「
Ａ
Ｑ

Ａ

　Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

　Ｆ
Ｅ
Ｓ
２

０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
企
画
し
山
陽
新
聞
社
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
、
新
庄
村
で
の

開
催
は
今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

カ
ー
「
ア
ク
ア
」
が
水
と
い
う
意

味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
旭
川
の
源

流
、
自
然
の
ダ
ム
と
も
言
わ
れ
る

大
規
模
な
ブ
ナ
林
を
持
つ
新
庄
村

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

岡
山
県
内
よ
り
約
１
０
０
名
の
方

が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
清
掃

Ａ
Ｑ
Ａ 
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

　
　

 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
６

（
ア
ク
ア

　ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ェ
ス
）

Ａ
Ｑ
Ａ 
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

　
　

 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
６

や
補
修
、
小
橋
の
修
繕
、
外
来
草

の
除
去
等
を
行
い
ま
し
た
。

　昼
食
後
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
を
森
の
案
内
人
と
歩
き
、
豊
か

な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

（
ア
ク
ア

　ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ェ
ス
）

　５
月
21
日(

土)

・
22
日
（
日
）

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
東
口
駅
前
広
場
に
お

い
て
「
お
か
や
ま
道
の
駅
集
ま
る

シ
ェ
♪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
合
わ
せ
て

岡
山
県
内
の
15
の
道
の
駅
が
一
同

に
集
ま
り
、
各
道
の
駅
の
観
光
地

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
を
通
じ

て
岡
山
県
内
外
の
観
光
客
へ
情
報

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
新

庄
村
は
伝
統
の
ひ
め
の
も
ち
４
人

搗
き
に
よ
る
、
つ
き
た
て
ひ
め
の

お
か
や
ま
「
道
の
駅
」

　
　
　集
ま
る
シ
ェ
♪

お
か
や
ま
「
道
の
駅
」

　
　
　集
ま
る
シ
ェ
♪

も
ち
の
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

駅
前
と
い
う
好
条
件
の
中
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
普
段
と
は
異
な
る
客

層
の
方
に
４
人
搗
き
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た

　今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
新
庄
村
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

　５
月
29
日
（
日
）
毛
無
山
山
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　山
ま
つ
り
は
早
朝
７
時
に
、
山

頂
で
の
仏
事
に
向
け
た
登
山
か
ら

毛
無
山
山
ま
つ
り

毛
無
山
山
ま
つ
り

始
ま
り
、
丸
山
大
師
講
の
信
者
の

方
々
、
田
浪
地
区
代
表
者
ら
に
よ

り
毛
無
山
山
頂
の
ほ
こ
ら
に
お
酒

な
ど
が
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

　夏
山
の
安
全
祈
願
を
お
こ
な
う

護
摩
法
要
で
は
、
ご
住
職
の
納
経

と
共
に
護
摩
が
焚
か
れ
、
夏
山
の

息
災
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
麓
の
田
浪
園
地
で
は
そ

う
め
ん
流
し
と
特
産
品
の
販
売
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策
会
が
催
さ
れ
、

午
後
か
ら
は
毛
無
山
山
の
家
に
て

新
庄
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
と
新
庄
太
鼓
に
よ
る
勇

壮
な
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　丸
山
大
師
講
、
田
浪
地
区
の
皆

様
を
始
め
関
係
者
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）



広 報 新 庄第412号 平成28年６月20日発行（8）

　５
月
25
日
（
水
）
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
６
（
笹
川
ス
ポ
ー

ツ
財
団
主
催
）
が
全
国
一
斉
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　午
前
６
時
か
ら
の
「
早
朝
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」で
は
３
８
７
名
、「
村

長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
は

村
内
外
か
ら
２
４
５
名
の
方
に
参

加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中

学
校
で
は
、
参
観
日
や
休
み
時
間

で
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
頂
き

ま
し
た
。

　今
年
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
り

止
ん
だ
り
の
不
安
定
な
天
候
と
な

り
、
行
事
開
催
に
つ
い
て
は
ご
心

配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
参

加
団
体
の
皆
様
に
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
頂

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　２
０
１
６

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　２
０
１
６

く
な
ど
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
ず
、

野
球
の
み
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
合
流

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
予
定
通
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
参
加
11
年
目
と
な
り
、

「
運
動
し
ま
し
た
」
と
連
絡
を
く

だ
さ
る
村
民
の
方
も
増
え
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
、
新
庄
太

鼓
の
皆
さ
ん
、
俳
句
教
室
の
皆
さ

ん
も
取
り
組
み
に
参
加
し
て
下
さ

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
終
了
時
間

の
午
後
９
時
ま
で
に
運
動
を
し
た

方
は
、
新
庄
村
は
村
内
外
合
わ
せ

て
９
０
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

　参
加
率
は
、
94
・
５
％
の
参
加

率
と
な
り
、
参
加
率
が
高
か
っ
た

地
区
は
、
滝
の
尻
、
カ
ケ
住
宅
、

二
つ
橋
の
３
地
区
で
し
た
。

　今
年
の
対
戦
相
手
で
あ
っ
た
北

海
道
苫
前
町
の
参
加
率
は
、
56
・

９
％
で
し
た
の
で
、
対
戦
は
新
庄

村
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　昨
年
と
比
べ
参
加
率
は
下
が
り

ま
し
た
が
、
雨
の
中
多
く
の
皆
様

に
参
加
し
て
頂
き
、
新
庄
村
は
１

２
８
参
加
自
治
体
の
内
、
日
本
２

位
の
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　勝
敗
や
参
加
率
を
競
う
こ
と
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
取
り
組
み
で

す
が
、
村
民
の
皆
様
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ポ
ー

　５
月
27
日
（
金
）
、
３
年
ぶ
り

に
新
庄
村
「
が
い
せ
ん
桜
」
小
さ

な
村
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
（
主
催

：

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　演
奏
者
は
、
菅
原

　泉
さ
ん

（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
鳥
越
由
美
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）
、
岡
部
し
の
ぶ
さ

第
９
回
新
庄
村

「
が
い
せ
ん
桜
」
小
さ

な
村
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

第
９
回
新
庄
村

「
が
い
せ
ん
桜
」
小
さ

な
村
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
に
ご
出
演
い
た

だ
き
、
昼
の
部
に
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
ス
ク
ー
ル
コ

ン
サ
ー
ト
」
夜
の
部
に
は
、
村
民

対
象
と
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
２
回
、
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
音
楽
を
ご
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
様
か
ら
の
義
援
金
が
６
４
，
８

０
０
円
集
ま
り
ま
し
た
。

　な
お
、
こ
の
募
金
は
、
熊
本
・

大
分
地
震
、
福
島
県
飯
館
村
、
が

い
せ
ん
桜
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
く
の
村
民
の
皆
様

に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）

　５
月
31
日
、
新
庄
村
公
民
館
で

町
つ
く
り
の
会
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　会
員
20
名
の
出
席
が
あ
り
、
村

長
、
議
長
、
教
育
長
も
臨
席
し
、

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
次
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
案
、
役
員
改

選
な
ど
審
議
し
ま
し
た
。

出
雲
街
道
新
庄
宿

 

町
つ
く
り
の
会
通
常
総
会

出
雲
街
道
新
庄
宿

 

町
つ
く
り
の
会
通
常
総
会

　主
な
事
業
内
容
は
、
脇
本
陣
木

代
邸
、
水
車
の
管
理
、
出
雲
街
道

の
宿
場
町
並
み
ガ
イ
ド
、
毎
月
第

１
日
曜
日
に
行
う
小
川
の
一
斉
清

掃
、
鯉
の
飼
育
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
音
風
景
の
維
持
と
創
出
、
が

い
せ
ん
桜
の
維
持
保
全
、
雨
樋
の

清
掃
な
ど
で
す
。

　ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
11
月
ま

で
の
間
、
脇
本
陣
木
代
邸
に
１
万

１
千
人
の
方
々
が
入
館
さ
れ
、
年

々
観
光
客
が
増
え
て
お
り
、
宿
場

町
（
が
ん
せ
ん
桜
通
り
）
ガ
イ
ド

の
養
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　新
役
員

　
　会

　長

　
　酒
井

　正
博

　
　副
会
長

　
　谷
口

　
　實

　（
出
雲
街
道
新
庄
宿

　
　
　町
つ
く
り
の
会
事
務
局
）

ツ
に
親
し
み
、
健
康
に
な
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　参
加
頂
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
下
さ
っ
た

方
々
、
準
備
、
実
施
に
ご
協
力
下

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
公
民
館

　平
中
）

つ
ば
く
ろ
の
飛
び
交
う
畦
を
戻
り
け
り

樋

口

正

直
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お元気ですか？ 食育に取り組みましょう食育に取り組みましょう食育に取り組みましょう

　毎年６月を「食育月間」、毎月19日を「食育の日」と定めています。

　新庄村では、第２次健康メルヘン21計画書において、「子どもたちに季節

に応じた新庄の味を伝えましょう」という食育目標が掲げられています。

　家庭の食卓に郷土料理や行事食を出されておりますでしょうか？第２次健

康メルヘン21計画書作成時のアンケートでは、郷土料理や行事食を「知って

いるが作っていない」「知らない」が６割を占めており、子ども自身が行事

を感じる食事に触れる機会が少ないという現状でした。

　今年度も全村民を対象とした郷土料理講習会の開催や、子ども料理教室等、

その他の料理教室時でも積極的に郷土料理を取り入れていきたいと思ってお

ります。

　また、家庭では、共食を通して食べることの楽しさや食事の際の「いただきます」「ごちそうさま」の挨

拶を通して、豊かな心を育む手助けなど、少し気にかけてみてはどうでしょうか。

　家庭、地域、行政が一体となり、食育に取り組んで行きましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　大塚）

　平成28年度から後期高齢者医療保険の保険料率が変更になります。保険料率は、２年ごとに見直すもので、

岡山県内均一となります。

　また、保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の

合計となります。

○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料（平成28・29年度）年額

○保険料の軽減措置

【均等割額軽減の基準】

　　所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて保険料の「均等割額」が軽減されます。

【問い合わせ先】　新庄村役場住民福祉課　　　　　電話0867－56－2646　村内無料3－2612

　　　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　電話086－245－0090

後期高齢者医療制度の保険料率が変更になります。
（75歳以上の方が対象です）

一人当たりの
保険料

＝ ＋均等割額
49,200円

所得割額
（所得－33万円）×9.87％（所得割率）

軽減割合 世帯主及びその世帯の被保険者の合計総所得金額等が下記の金額以下の世帯

９割軽減
33万円（基礎控除額）を超えない世帯で、被保険者全員の所得（年金の所得控除額は80万
円として計算）が０円

8.5割軽減 33万円（基礎控除額）

５割軽減 33万円（基礎控除額）+26.5万円×被保険者数

２割軽減 33万円（基礎控除額）+48万円×被保険者数



婚
姻
届

　末
永
く
お
幸
せ
に

＊
本
田

　正
人

　田
村

　育
恵
（
真
庭
市
）

死
亡
届

　お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
28
年
５
月
15
日

　大
澤

　研
治
（
満
58
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
28
年
５
月
受
付
分

お

ら
知

せ

　７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時　７

月
14
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

　７
月
28
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

場
所

　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
国
民
の

意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
最
も

大
切
な
機
会
で
す
。
今
回
の
選
挙

か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
有
権
者
の

み
な
さ
ん
は
、
候
補
者
や
政
党
等

の
政
権
な
ど
を
十
分
見
極
め
て
、

大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
投
票
所
は
新
庄
村
公
民
館

で
す
。

　ま
た
、
投
票
日
当
日
に
投
票
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前

投
票
の
投
票
時
間
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
期

間
は
６
月
23
日
（
木
）
か
ら
７
月

９
日
ま
で
で
す
。
期
日
前
投
票
所

は
役
場
１
階
で
す
。

　詳
し
く
は
新
庄
村
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

年  

金  

相  

談

７
月
10
日(

日)

は
、

参
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す

区 分
村 　 内

4月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

1

0

0

1

1件

0人

0人

1人

8

1

1

11

37件

4人

4人

49人

本年の累計 4月期 本年の累計

真庭市内

事

故

4月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　法花）
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予
約
先

　津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　℡
０
８
６
８-

３
１-

２
３
６
５  

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
）

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
新
庄
村(

咲
蔵
家
．)

Ｎ
Ｔ
Ｔ

　
　
　５
６‐

７
５
５
０

　村

　県

　民

　税
（
１
期
）

　国

　
　保

　
　税
（
１
期
）

　介

護

保

険

料
（
１
期
）

　
　納
期
限

　６
月
30
日
（
木
）

６
月
の
納
税

新庄村職員採用試験を実施します ～平成28年10月採用～

　　試 験 日　　７月24日（日）

　　試験会場　　新庄村役場

　　受付期間　　６月15日（水）～29日（水）

　　試験案内、申込書の配布場所　

　　　　　　　　新庄村役場総務企画課

　　　　　　　　新庄村のホームページからダウンロードできます

試験職種

一般事務（初級）

保　健　師

採用予定人員

1名

1名

受験資格

昭和61年４月２日以降に生まれ、平成28

年３月までに高等学校を卒業した人

昭和61年４月２日以降に生まれ、保健師
の免許を持つ人
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小学校だより小学校だより小学校だより

　今年度より｢地域を愛し、誇りに思える生徒」

の育成を目指して『ふるさと新庄学』に取り組

んでいます。これは、小学校のときに取り組ん

だ『ふるさと学習』をさらに発展させたもので、

村に貢献することや、村の将来について縦割り

班で考えていきます。

　各学年が校外に出て行く行事でも、それぞれ

の班が課題を持って学習を進め、新たな取り組

みをします。「１年校外学習」では、小学校の

ときに取り組んだ『ふるさと学習』の取り組み

と、今まで縦割り班で話し合ってきたことを大

学生に発表し、感想やアドバイスをもらいます。

「2年ヒロシマ平和学習」では、宮島で宮島中学

校の生徒とそれぞれの学校の取り組みを発表し

合い、考えを広げます。終了後は、宮島中の生

徒が島内の案内をしてくれます。｢3年修学旅行｣

では、離島の多良間中学校とインターネットに

よる映像を通じて「ふるさと」への思いを伝え

合うことで、自分の地域を再認識する機会にし

ます。終了後、「10年後の自分のために“今”

できること」というキャ

リア講話を聴きます。

　3学年のそれぞれの取

り組みにより、さらに

『ふるさと新庄学』を深

めていきます。

（新庄中学校　穐山）

中学校だより中学校だより中学校だより

新庄村の将来を考える
～総合的な学習・学校行事を通して～

　新庄小学校の５・６年生は、「歴史体験学習
（修学旅行）」と「宿泊学習（海事研修）」を
１年ごとに交互に実施しています。今年度は
「歴史体験学習」の年です。６月１日の早朝、
５・６年生は、１泊２日の予定で、奈良・京都
へバスで出発しました。
　１日目は、まず、法隆寺へ。その後、奈良公
園・東大寺へ。大仏殿の柱の穴もくぐりまし
た。京都へは近鉄特急で移動し、清水寺へ。そ
の後、友禅染めの体験をして、宿舎へ入りまし
た。２日目は、金閣寺・銀閣寺・太秦映画村を
訪れました。
　事前学習で学んだ内容を実際に自分の目で確
かめ、日本の素晴らしい歴史や伝統に感動した
２日間でした。また、自分たちでいろいろな係
を分担をして、式の進行やグループ行動等を規
律をもってやり遂げたことも大きな価値があり
ます。
　天候にも恵まれ、楽しい旅となりました。大
きな思い出になったことでしょう。

　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

歴史体験学習
～奈良・京都の旅～

　６月５日（日）に、真庭市白梅体育館にて「真庭市長杯ソフトバレーボール大会」が開催され、ファ

ミリーの部（９チーム出場）に、ジュニアスポーツクラブ「新庄kids」の７名が参加しました。

　初めての会場、初めての対戦相手、多くの観覧者のいる初めての試合に、子ども達も緊張したことと

思います。なかなか試合のリズムをつかむことが出来ず、初

戦二試合に敗戦しましたが、久世チームに勝つことができま

した。最終試合は、一点差を争う試合でしたが、惜しくも負

けてしまいました。  

　短い練習期間での出場でしたが、勝つ喜びもチームで力を

発揮することの難しさも感じた大会になったのではないかと

思います。今後のさらなる成長を期待しています。

　保護者の皆さまには早朝より送迎や試合の応援をありがと

うございました。

　指導者の皆さまには、熱心なご指導を頂き御礼申し上げま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

ジュニアスポーツクラブジュニアスポーツクラブ ～真庭市長杯ソフトバレーボール大会～
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社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

 

よ
も
ぎ
餅
交
流
会

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里

で
は
、
５
月
12
日
に
保
育
園
の
子

供
た
ち
と
「
よ
も
ぎ
餅
交
流
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

　保
育
園
の
み
ん
な
が
応
援
し
て

く
れ
た
り
、
重
た
い
杵
を
持
ち
、

職
員
と
一
緒
に
お
餅
を
つ
い
て
く

れ
ま
し
た
。
ひ
め
の
も
ち
の
強
い

粘
り
と
こ
し
の
強
さ
で
杵
を
上
げ

る
の
は
大
変
な
仕
事
で
し
た
。

　保
育
園
の
み
ん
な
が
摘
ん
で
く

れ
た
よ
も
ぎ
も
入
れ
て
き
れ
い
な

草
色
の
お
餅
に
な
り
ま
し
た
。
利

用
者
の
方
の
お
餅
を
切
っ
て
、
あ

ん
を
手
際
よ
く
包
む
姿
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
保

寝
具
乾
燥
事
業

　毎
年
、
年
２
回
行
っ
て
お
り
ま

す
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
事
業
を
７
月

６
日
に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は

新
庄
村
に
住
所
を
有
す
る
左
記
の

方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
保

持
者
で
、
日
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
方
等
で
す
。

　対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た

り
、
８
０
０
０
円
ま
で
の
助
成
が

あ
り
ま
す
。

　申
込
み
締
め
切
り

　
　平
成
28
年
６
月
28
日
（
木
）

　詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

育
園
の
子
供
た
ち
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
に
教
わ

り
な
が
ら
楽
し
く
一
緒
に
あ
ん
こ

を
包
み
、
美
味
し
い
よ
も
ぎ
餅
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　こ
の
よ
も
ぎ
餅
交
流
会
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
お
ば
こ

の
会
の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　５
月
19
日
、
平
成
28
年
度
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
部

単
位
ク
ラ
ブ
の
役
員
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
の
連
合

会
役
員
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　会

　長

　
　酒
井

　正
博

　副
会
長

　
　足
羽

　一
朗

　
　
　
　
　
　高
村

　睦
子

　理

　事

　
　山
田

　晴
雄

　
　
　
　
　
　大
澤

　泰
治

　
　
　
　
　
　清
水

　正
敏

　
　
　
　
　
　谷
口

　
　實

　
　
　
　
　
　永
田

　有
勇

　監

　事

　
　稲
田

　廣
衛

　
　
　
　
　
　建
部

　始
正

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

総
会
に
引
き
続
き
、
岡
山
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事
兼
事
務

局
長
で
あ
る
滝
川
誠
一
氏
を
お
招

き
し
、
『
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
・
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

〜
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

と
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
〜
』
と
題
し

て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　「
新
総
合
事
業
が
始
ま
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は

更
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
私
が
、地
域
・
皆
の
た
め
に
頑
張

る
ぞ
！
」
と
い
う
意
気
込
み
が
必

要
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
を
健
康
に

な
る
道
具
と
し
て
・
生
き
が
い
を

見
つ
け
る
場
所
と
し
て
ま
ず
は
自

分
の
た
め
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。｣

と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

　老
人
ク
ラ
ブ
の
地
域
支
え
合
い

で
、
今
後
も
安
全
・
安
心
の
新
庄

村
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　５
月
の
活
動
状
況

19
日

　通
常
総
会
及
び
研
修
会

　
　
　
　（
来
賓
含
め
２
７
名
）

26
日

　保
育
園
児
と
の
交
流
事
業

　
　
　
　（
さ
つ
ま
い
も
苗
植
）

　
　
　
　
　（
女
性
部

　９
名)

26
日

　花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　（
花
壇
草
取
り
・
花
苗
植
）

　
　
　
　
　（
女
性
部

　９
名
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　女
性
部
員
全
員
参
加
で
、
多
目

ご
寄
付

ご
寄
付

ご
寄
付

的
施
設
前
の
花
壇
に
ベ
ゴ
ニ
ア
・

日
々
草
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
サ

ル
ビ
ア
な
ど
の
花
苗
を
植
え
ま
し

た
。
開
始
直
後
よ
り
小
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
恵
み
の
雨
と
な
っ
て

し
っ
か
り
根
付
い
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

保
育
園
児
と
の
交
流
事
業

　女
性
部
の
活
動
と
し
て
、
今
年

も
さ
つ
ま
い
も
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　第
１
回
目
の
交
流
と
し
て
、
保

育
園
と
共
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
雨
で
女
性
部
員
の
み
で
の

実
施
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　秋
に
行
う
採
り
入
れ
・
ク
ッ
キ

ン
グ
で
園
児
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
、
２
０
０
本
の
苗
を

育
て
ま
す
。

　
　
　５
月
１
日
〜
４
月
31
日

　新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
香
典
返
し

　大
澤

　猛

　様

　厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６
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　新庄村社会福祉協議会は、新庄村からの補助金・委託料・村民皆様からの会費・寄付金等で運営されてお
ります。
　去る５月31日に理事会・評議員会を開催し、平成27年度の事業報告・決算についてご審議していただき、
承認・認定されましたのでご報告致します。
　今後とも皆様のご協力、ご援助をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会福祉協議会　柴田）

平成27年度　新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算について

平成27年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書平成27年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書平成27年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書

収入合計132,560,045円－支出115,590,159円＝次年度繰越金16,969,886円

決 算 額大 備 考中 小
会 費 収 入

寄 付 金 収 入

村補助金収入

経常経費補助金収入

共同募金配分金収入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

経常活動収入合計

292,500 

290,000 

22,200,000 

22,200,000 

9,352,150 

9,170,000 

182,150 

949,240 

850,000 

63,465,781 

26,418,020 

1,829,691 

4,301,500 

447,900 

30,468,670 

39,200 

8,400 

208,830 

741,145 

3,402 

737,743 

538,095 

98,935,341 

33,624,704 

132,560,045 

平成27年度社協会費

見舞い・香典返し等寄付金

各種事業補助金収入

各種事業受託金収入

生活福祉資金事業受託金収入

配食利用料

26年度一般配分金及び車両配分金

介護保険収入

介護保険収入

介護保険料収入

介護保険収入

介護保険収入

生きがいデイ利用料

施設利用料

普通預金利子

福祉活動基金利子

前年度繰越金

収　入 単位：円

事 業 収 入

利 用 料 収 入

施 設 利 用 料

雑 収 入

受 託 金 収 入

通所介護収入

訪問介護収入

介護予防支援報酬収入

小規模多機能事業

普通預金受取利息配当金収入

前期末支払資金残高

収　　　入　　　合　　　計

福祉基金積立預金利息配当金配当金収入

介護保険収入

村受託金収入

居宅介護支援介護料収入

県社協受託金収入

決 算 額大 備 考中 小
人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

85,106,942 

2,062,795 

18,813,367 

260,000 

349,920 

538,095 

107,131,119 

3,194,964 

2,469,960 

725,004 

5,264,076 

5,264,076 

8,459,040 

115,590,159 

正職員・臨時職員給料・社会保険料他

消耗品・印刷代・手数料・委託費他

諸謝金・光熱水費・給食費・業務委託

費他

小・中学校活動助成金他

介護保険システム負担金他

公用車購入費

給与システム機器他

全・県社協退職共済費

支　出

財務活動支出合計

支　　　出　　　合　　　計

その他の支出

事 業 費 支 出

助 成 金 支 出

負 担 金 支 出

経理区分間繰入金支出

経常活動支出合計

固定資産取得支出

車両運搬具購入費

器具及び備品購入費

退職共済預け金支出
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（14）

　６
月
は
、
「
食
育
月
間
」
。

　豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
事
を
目
標
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
で

は
、
食
事
を
通
し
て
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
れ
る
よ
う
に
、
家
族
や
地

域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に

し
た
行
事
と
楽
し
く
食
べ
て
元
気

に
育
つ
こ
と
を
目
的
に
し
た
食
育

の
行
事
を
年
間
を
通
じ
て
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

　今
年
も
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
野
菜

の
旬
を
知
っ
た
り
、
栽
培
（
種
や

苗
か
ら
育
て
る
）収
穫（
食
材
に
直

接
触
れ
る
）調
理（
お
い
し
さ
を
知

り
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
）
を
す

る
こ
と
で
食
べ
物
に
興
味
を
持
ち
、

好
き
嫌
い
無
く
楽
し
く
食
事
が
で

き
る
よ
う
に
と
食
育
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培

　４
月
28
日
。
三
鴨
宏
宜
さ
ん
の

ご
厚
意
で
今
年
も
と
う
も
ろ
こ
し

の
栽
培
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
種
を
見
せ
て
も
ら
い
蒔
き

方
を
教
わ
り
、
大
き
く
な
っ
て
ね

と
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
蒔
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
。
５
月
28
日
に

は
、
10
㎝
ほ
ど
に
な
っ
た
苗
を
畑

に
定
植
し
ま
し
た
。
８
月
に
収
穫

体
験
を
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

　種
ま
き
を
し
て
定
植
す
る
ま
で

は
年
長
児
が
、
毎
日
水
や
り
と
霜

よ
け
の
管
理
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

種
蒔
き
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
発
芽

や
生
長
の
様
子
を
見
守
り
、
少
し

ず
つ
伸
び
て
い
く
苗
に
驚
き
と
感

動
の
毎
日
で
し
た
。
収
穫
へ
の
期

待
も
倍
増
の
よ
う
で
す
。

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
交
流
会

（
よ
も
ぎ
餅
作
り
）（
５
月
12
日
）

　お
散
歩
で
摘
ん
だ
よ
も
ぎ
を

使
っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
さ

く
ら
の
里
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
よ
も
ぎ
餅
作
り
交
流
会
を

し
ま
し
た
。

　給
食
は
、
も
ち
ろ
ん
よ
も
ぎ
餅
。

み
ん
な
で
搗
い
た
り
丸
め
た
り
し

た
こ
と
で
、
「
白
い
お
餅
が
緑
に

な
っ
た
よ
な
！｣

・｢

お
餅
っ
て
す

ご
ー
い
柔
ら
か
か
っ
た
よ
な
！｣･

｢

杵
で
つ
く
の
が
楽
し
か
っ
た
な｣

な
ど
と
会
話
も
弾
む
給
食
の
時
間

で
し
た
。

◎
参
観
日「
親
子
で
歩
こ
う
ゆ
り

か
ご
の
小
径
」

（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

参
加
）

　
　
　
　（
５
月
25
日
）

　ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
を
兼
ね
て
「
親
子
で
歩
こ

う
ゆ
り
か
ご
の
小
径
」
を
森
林
ト

レ
ー
ナ
ー
さ
ん
（
曽
我
部
さ
ん
・

岩
田
さ
ん
）
に
お
世
話
に
な
り
親

子
で
楽
し
み
ま
し
た
。
雨
が
心
配

さ
れ
る
中
で
の
散
策
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後

ま
で
歩
く

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
で

は
ト
レ
ー

ナ
ー
さ
ん

が
頑
張
り

賞
の
金
メ

ダ
ル
を
子

ど
も
た
ち
に
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
山
の
家
を
お
借

り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
も
う
一

つ
の
お
楽
し
み｢

手
作
り
お
弁
当｣

を
頂
き
ま
し
た
。

〔
保
護
者
の
感
想
紹
介
〕

○
昨
日
は
、
セ
ラ
ピ
ー
を
歩
く
こ

　と
が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ

　た
で
す
。
い
ろ
ん
な
事
に
興
味

　を
も
ち
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い

　る
の
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　よ
い
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
５
歳
児
母
）

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
お
世
話
に
な

　り
ま
し
た
。
初
め
て
も
ら
う
金

　メ
ダ
ル
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

　よ
う
で
す
。
昨
年
は
半
分
抱
っ

　こ
で
し
た
が
、
今
年
は
一
人
で

　歩
く
こ
と
が
出
来
て
嬉
し
く
思

　い
ま
す
。
お
弁
当
も
完
食
で
き
、

　楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
３
歳
児
母
）

○
歩
い
た
の
は
最
初
と
最
後
だ
け

　で
し
た
が
、
抱
っ
こ
し
な
が
ら
、

　色
々
話
を
し
な
が
ら
歩
く
こ
と

　が
出
来
ま
し
た
。
山
の
中
を
歩

　く
こ
と
は
な
か
な
か
無
い
の
で
、

　楽
し
か
っ
た
で
す
。
雨
が
降
っ

　た
の
で
山
の
木
々
が
と
っ
て
も

　き
れ
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
２
歳
児
母
）

　こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
感

想
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
森
林
の
中
で
心

も
身
体
も
癒
さ
れ
、
温
か
い
笑
顔

の
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◎
野
菜
の
栽
培

　有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

農
場
長
の
鈴
木
さ
ん
に
、
畑
の
土

作
り
か
ら
、
野
菜
の
栽
培
を
教
え

て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
き

ゅ
う
り
・
な
す
・
ト
マ
ト
・
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
枝
豆
を

育
て
ま
す
。
収
穫
出
来
た
野
菜
を

使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
美
味
し

い
野
菜
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
よ

う
に
！

　家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
優
し

さ
と
お
い
し
い
旬
の
食
べ
物
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
心
も
体
も
ぐ
ん

ぐ
ん
モ
リ
モ
リ
大
き
く
な
っ
て
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う

に
・
・
・
！

　
　
　
　
　（
保
育
所

　山
田
）

り
よ
だ
所
育
保


